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要旨 不登校児の背景の一部に，不定愁訴の発現とその原因となる不安・ストレス耐性の異常が存在す

ることが知られている．今回，役割演技の不定愁訴に関連する前頭葉機能や自律神経機能に与える影響

と，その不安・ストレス耐性を軽減する効果を検討した．初めに情動想起及び役割演技を健常成人19名
に負荷したときの，前頭葉血流内酸素化ヘモグロビン濃度及び自律神経機能を測定したところ，役割演

技負荷により，前頭葉脳血流の左側優位の増加と心拍の上昇と交感神経優位への自律神経変化が認めら

れ，これは情動想起負荷時の結果と類似していた．このことから，役割演技が疑似情動想起刺激として

の機能を有すると考え，次に小学4年生児童37名に対し学級活動内で継続的に役割演技の実践を行い，不

定愁訴及び不安得点を測定した．その結果，1回目に比較して5回目での不定愁訴得点，不安得点共に有

意に減少し，役割演技が不安・ストレス耐性の改善に役立つ可能性が示唆された． 
キーワード：近赤外線 セロトニン 不安 脳 演劇 

 
はじめに 
 

 明白な器質的疾患が存在しないにも関わらず出

現する，さまざまな自覚症状を不定愁訴といい，

自律神経機能の異常によるものであると考えられ

ている1)．平成19年度の文部科学省白書によれば，

小学校で約2万4千人，中学校では約10万5千人の児

童生徒が不登校状態にあり2)，またその理由のう

ち35.0％は「不安など情緒的混乱」であると報告

している3)． 

 不定愁訴のある不登校児において不安尺度

State-Trait Anxiety Inventory（以下STAI）の特性不

安・状態不安いずれにおいても，健常児よりも有

意に高いという結果が得られている4)．このこと

は，不登校という状態像を呈する児の背景の一部

に，不定愁訴の発現とその原因となる不安・スト

レス耐性の低さが存在するということを示してい

る． 

 不安や怒り，喜びなどの情動は，扁桃体を介し

て前頭葉に上行したセロトニン神経やドーパミン

神経などにより制御されていると考えられている．

中でもセロトニン神経は，特に不安の高次的な制

御に関わると考えられている5)．セロトニン神経

は脳内に広汎に投射しており，機能も多岐に亘る．

視床下部に投射したセロトニン神経は自律神経の

機能を制御するのみならず6)，視床下部，下垂体

と副腎皮質を介して作用するストレス呼応のホル

モン分泌にも重要な役割を持っているため7)，不

登校児の不安と不定愁訴の出現の一因にセロトニ

ン神経の発達不全や前頭葉機能不全の存在も考え

られている． 

 実際，不安の高い不登校児に選択的セロトニン

再取り込み阻害剤（SSRI）を投与することにより，
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不定愁訴とSTAI得点の改善された症例や4)，さま

ざまな自律神経症状を有する不登校児童における

前頭葉機能を評価するかなひろいテストのスコア

が健常児と比較して有意に低い，などの報告もあ

る8)． 

 前頭葉における情動の処理に関しては，その賦

活の程度に個体による左右差があることが知られ

ており，多くの健常個体は情動想起タスクにより，

左側優位に前頭葉の血流量を増加して処理をする

ことが知られている9)．しかし，健常個体の中で

も特に，ストレス耐性が弱いと考えられる群では，

ストレス刺激を与えた際に主に右側前頭葉を優位

に賦活する傾向があることが知られている9-11)．セ

ロトニン神経や前頭葉機能については，乳幼児期

から児童思春期にかけての入力刺激に依存して神

経回路の構築が可塑性を用いて行われていくこと

が知られており12-14)，ストレス耐性の形成も発達

期の刺激入力により個体差が発生する可能性があ

る． 

 これらの研究結果を踏まえると，小児期に前頭

葉機能や自律神経機能，セロトニン神経機能に影

響を与えると考えられる学級活動を繰り返し行う

ことは，これら機能の改善に何らかの効果を期待

でき，ひいてはこれらの機能不全から起こると考

えられる不定愁訴の発現や不安耐性の低下を予防

できる可能性がある． 

 以上の背景から今回着目し使用した活動が，特

定の目的にあわせて設定された役割を演じること

である役割演技である．昭和33年の学習指導要領

改訂以降「劇化」や発表の一形態として，役割演

技は教育の現場にも取り入れられており，またそ

の横断的特徴を活かし2002年に創設された総合的

な学習の時間の中で劇活動を行う学校も見られて

きている15)．役割演技で虚構を演ずるためには，

自己以外の役割を体験し，強い持続した集中力と，

活発な想像力を駆使することが求められるために，

それまでに自己が体験した，あるいは見聞きした

情動の記憶を想起することが多いとされる16)．こ

のため，役割演技を行うことによって，情動想起

に伴う前頭葉の活性化や自律神経機能の変動が観

察されることも推測できる．しかしながら，これ

まで実際に役割演技を行った際の前頭葉を含めた

脳機能や，生理学的な変化を測定した研究は報告

されていない．  

 そこで今回の研究では，まず実験1として，感情

のこもったセリフを読む役割演技を行った際の前

頭葉機能と自律神経機能の変化を測定し，従前よ

り前頭葉の賦活が証明されている情動想起タスク

を行った際と比較することで，役割演技の疑似情

動刺激としての有用性を検討した． 

 さらに実験2では，実際に小学校の学級活動の中

で児童を対象にこの役割演技を繰り返し行わせ，

それに伴う児童の不安や不定愁訴症状，及び気分

変化を測定し，この結果と前述の脳科学的・生理

学的な検証と合わせ考察することにより，これら

の活動が一定期間継続されることによる児童への

心理学的，生理学的，さらには脳科学的な効果に

ついて推察し，役割演技の情動処理訓練としての

教育現場における有用性を総合的に考察すること

を目的とした．なお，本研究で行ったすべての実

験の実施内容，及び遂行に関しては，文教大学大

学院教育学研究科研究倫理委員会の承認を得てい

る． 

 

実験１ 
 

１．対象 

実験に関して十分な説明を行い，書面による承諾

を得られた21～44歳の健常な男女19名（女性15名，

男性4名：平均年齢23.7歳）を対象とした．すべて

の被験者は実験開始前の調査で体調良好であると

回答した． 

２．方法 

 2008年10月から2009年5月にかけて実施した．実

験の手続きをFigure 1に示す．タスクは役割演技タ

スク2種類，情動想起タスク2種類の計4種類を行っ

た．情動想起タスクは，ポジティブな情動の想起

（以下ポジティブ情動想起）とネガティブな情動
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の想起（以下ネガティブ情動想起）の2種類のタス

クをそれぞれ3分間行い，ポジティブ情動想起タス

クではこれまでの人生で最も嬉しかったことを，

ネガティブ情動想起では最も悲しかったことを想

起するよう指示した．役割演技タスクは，ポジテ

ィブな内容（以下ポジティブ役割演技）・ネガティ

ブな内容（以下ネガティブ役割演技）の2種類のセ

リフを用いて，座位のままで声のみの役割演技を

それぞれ3分間行った．被験者に対して，ポジティ

ブ役割演技の際には嬉しい・楽しいなどの気持ち

を存分にこめて読むように，ネガティブ役割演技

の際には悲しい・悔しいなどの気持ちを存分にこ

めて読むようにとそれぞれ伝えた．セリフは，ポ

ジティブ役割演技タスクでは『アルプスの少女ハ

イジ』（ズイヨー映像），ネガティブ役割演技タス

クでは『フランダースの犬』（日本アニメーション）

を用いた．順序による影響を排除するために，被

験者ごとにセリフや想起のポジティブ・ネガティ

ブの順序を入れ替えた． 

 

 これら4種類のタスクをそれぞれ前後に安静（3

分間）を取りながら連続して行い，その間継続的

に，左右前頭葉の酸素化ヘモグロビン（以下O2Hb）

濃度を近赤外線酸素モニター（Near infrared 

spectroscopy, NIRO200，浜松ホトニクス社，以下

NIRS）を用いて既報の方法に基づき測定した17)．

今回は左右の前額部に照射プローブ及び検出プロ

ーブを装着し，左右前頭葉におけるO2Hb濃度の相

対的な変化量を測定することによってタスク中の

前頭葉の活性の変化を推測した．プローブは両面

シールを用いて固定し，アーティファクトを避け

るためにプローブの上から黒色布を巻いて太陽光

を遮断した．基準値は安静時最終30秒間の平均値

を0に補正して用い，タスクを行った際の前頭葉の

相対的血流変化を1秒ごとに算出した． 

 また，それぞれのタスク中と前後の安静時間に

は，自律神経バランス分析加速度脈波計を用いて

心拍，及び交感神経／副交感神経比を測定した．

自律神経バランス分析加速度脈波計（ Pulse 

Analyzer Plus ; TAS9，YKC社）を用いた．座位で

センサーを左示指に装着し，測定時間を2分30秒間

としてそれぞれの値を1秒ごとに測定し，平均値を

算出した．得られたデータは，SPSSソフトを使っ

て統計解析を行った． 

Figure 1. 実験1の手順 

実験1で用いた手順を図に示す．すべての被験者に対し情動想起二種類（ポジティブ・ネガティブ），及び役割演技二種類（ポ

ジティブ・ネガティブ）のタスクを安静を前後に挟み行った．それぞれのタスク内の順番は順番による影響を考慮し，被験者ご

とに入れ替えた．タスクの前後の安静をそれぞれ「タスク前」「タスク後」，タスク施行中を「タスク中」とし，この間のNIRS・
自律神経機能測定結果から被験者における平均値を求め，グラフ化と統計処理を行った．
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３．結果  

情動想起および役割演技タスクを行った際の，19

名の健常被験者における前頭葉O2Hb濃度相対値

の測定結果の平均値をFigure 2に示した．情動想起

タ ス ク に お い て は ， ポ ジ テ ィ ブ 情 動 想 起

（Figure2A）・ネガティブ情動想起（Figure2B）と

もに，タスク開始から終了にかけてO2Hb濃度の経

時的な増大が見られた．これらはいずれも，左側

優位に増加する傾向が見られた． 

 一方役割演技タスクにおいてもやはり，ポジテ

ィブ（Figure2C）・ネガティブ（Figure2D）役割演

技のいずれにおいても，O2Hb濃度は安静時と比べ

タスク開始と共にわずかに上昇する傾向を示した．

また，わずかに左側優位傾向であり，O2Hb濃度増

大の持続時間は情動想起に比較して短い傾向が観

察された． 

 情動想起タスク及び役割演技タスクを行った際

及びその前後の安静時の，19名の健常被験者にお

ける心拍と交感神経／副交感神経比の測定結果の

平均値をFigure 3に示した． 

 心拍においては，情動想起，役割演技ともに，

ポジティブ・ネガティブすべてのタスクにおいて，

タスク中に上昇し，タスク後に下降する傾向がみ

られた（Figure3A）．ポジティブ情動想起タスクで

は，70.2+/-9.2→74.6+/-9.8→70.2+/-9.6回/分(タスク

前平均+/-標準偏差→タスク中平均+/-標準偏差→

タスク後平均+/-標準偏差，以下同じ)，ネガティ

ブ情動想起タスクでは69.6+/-7.8→73.9+/-9.6→

69.3+/-9.0回/分と変化した．また，ポジティブ役割

演技タスクにおいては69.8+/-9.5→77.3+/-9.3→

70.6+/-9.6回/分，ネガティブ役割演技タスクでは

70.7+/-9.4→74.9+/-9.3→70.3+/-9.2回/分と変化して

Figure 2. 情動想起・役割演技タスク遂行時の前頭葉O2Hb濃度変化（健常成人19名平均） 

   右側    左側における，Ａ. ポジティブ情動想起，Ｂ. ネガティブ情動想起，Ｃ.ポジティブ役割演技，Ｄ. ネガ

ティブ役割演技，のそれぞれのタスク遂行による前頭葉O2Hb濃度の相対変化をグラフで表した．矢印はタスク遂行時間を表す．
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おり，すべてのタスクの前―中，中―後の比較に

おいて，Wilcoxonの符号付き順位検定で有意差が

検出された（Figure3A参照）． 

 一方，交感神経／副交感神経比においても，情

動想起，役割演技ともにポジティブ・ネガティブ

すべてのタスクにおいて，タスク中の上昇する傾

向，すなわち交感神経優位に転じる傾向がみられ

た（Figure3B）．ポジティブ情動想起タスクでは，

1.156+/-0.027→1.178+/-0.031→1.162+/-0.038回 /分

(タスク前平均+/-標準誤差→タスク中平均+/-標準

誤差→タスク後平均+/-標準誤差，以下同じ)，ネ

ガティブ情動想起タスクでは 1.163+/-0.039→

1.176+/-0.024→1.159+/-0.033回/分と変化した．ま

た，ポジティブ役割演技タスクにおいては

1.171+/-0.039→1.176+/-0.044→1.170+/-0.041回/分，

ネガティブ役割演技タスクでは1.167+/-0.037→

1.182+/-0.039→1.171+/-0.038回/分と変化しており，

このうちWilcoxonの符号付き順位検定で有意差が

検出されたのは，ポジティブ情動想起のタスク前-

タスク中，タスク中‐タスク後，ネガティブ情動

想起のタスク中‐タスク後，及びネガティブ役割

演技のタスク前‐タスク中の比較においてであっ

た． 

 

実験２ 
  

１．対象 

 対象は実験に関して十分な説明を行い，学校長

及びクラス担任教員より実施の承諾を得られた，

S県某市のX小学校である．そのうち4学年の一学

級の児童37名（男子18名，女子19名：平均年齢9.6

歳）を対象とした． 

２．方法 

 実験は2009年10月下旬から11月中旬にかけて，

X小学校4学年の教室で行った． 

 全5回にわたり，授業時間を利用して，クラスの

全児童に対し，ポジティブな内容とネガティブな

内容の2種類のセリフを用いた音読のみの役割演

技タスクを一回ずつ行わせた．セリフは，実験1

で用いた『アルプスの少女ハイジ』（ズイヨー映像）

及び『フランダースの犬』（日本アニメーション）

の抜粋を，さらに児童用に修正（ふりがなを振る，

字を大きくするなど）し用いた．順序による影響

を排除するために，各回でタスクの順序を入れ替

えた．また，37名の児童による一斉読みをすると

いう方法をとったため，演技に集中できるよう他

の児童と読む速度や読み方を合わせなくても良い

ということを事前に児童に伝えた． 

 それぞれの回のタスク前に，心身に関する質問

20項目からなる質問紙（巻末参考資料）を用いた

不定愁訴に関わると考えられる自覚所見の調査を

行った． 

Figure 3. 情動想起・役割演技タスク遂行時の 

自律神経機能変化（健常成人19名平均） 

それぞれのタスク遂行前・中・後に測定した心拍(A)，交感

神経／副交感神経比(B)の変化をグラフで表した．Wilcoxonの

符号付き順位和検定により有意差が認められた箇所を示した

（* p<0.05, ** p<0.005, *** p<0.001）． 
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また，実践1回目と5回目には，日本版Children’s 

Manifest Anxiety Scale（以下CMAS；三京書房）を

用いて児童の有する不安の測定を行った18)． 

 使用した質問紙は予め番号をふったもの全5回

分を封筒に入れ，この封筒を初回調査時に被験者

にランダムに渡して実施し，検査者が被験者を番

号で特定できないように配慮した．実験終了後に

封筒内のデータを比較検討することにより，無記

名連結データとして処理を行った．調査票には性

別と年齢のみを記載させた． 

３．結果 

 実践に参加した全児童37名のうち，役割演技の

実践授業の開始前に行った不定愁訴質問紙を，5

回分すべて記入した児童24名（平均9.58歳）につ

いて，それぞれの役割演技実践前における不定愁

訴得点の平均値を計算し，Figure 4に示した．1回

目の調査における平均得点は5.29+/-0.67（平均+/-

標準誤差，以下同じ），2回目4.58+/-0.69，3回目

3.92+/-0.62，4回目4.21+/-0.71，5回目3.54+/-0.62で

あり，初回と比較して最終回では平均値が有意に

減少していた（p<0.01；Wilcoxonの符号付き順位

検定による）．男女差は見られなかった． 

 また，全児童37名中5回の役割演技実践の1回目

及び5回目におけるCMAS質問紙をいずれも記入

した34名（平均9.59歳）について集計した得点平

均値をFigure 5 に示した．1回目においては平均得

点21.7+/-1.48（平均+/-標準誤差，以下同じ），5回

目では平均得点19.7+/-1.69であり，有意な減少が

みられた（p<0.05；Wilcoxonの符号付き順位検定

による）．男女による得点の差は見られなかった． 

 

考察 
 

 今回，情動想起及び役割演技タスク中の前頭葉

O2Hb濃度変化を検索した結果，健常群ではポジテ

ィブ及びネガティブ情動想起タスクを行った際に，

タスクとともに左側優位の前頭葉血流内O2Hb濃

度相対値の経時的な上昇が観察された（Figure 

2A,B）． 情動想起タスクを施行し，イメージン

Figure 4. 役割演技実践に伴う 

児童の不定愁訴得点の5回の推移（n=24） 

5回の役割演技実践を行う際に行った，不定愁訴質問紙の得

点の平均値および標準偏差をグラフに表した．各回間では有

意差は認めなかったが（N.S; not significant）1回目-5回目

間でp<0.01の有意差を認めた（Wilcoxonの符号付き順位検定

による） 

 

Figure 5. 役割演技実践の前後における 

児童のCMAS得点の変化（n=34） 

5回の役割演技実践を通して，児童のCMAS得点平均値は役割演

技実践1回目と比較して5回目で有意に減少した（p<0.05；

Wilcoxonの符号付き順位検定による） 
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グ手法を用いて脳の片側優位性を測定した実験結

果においては，左側優位の扁桃体－前頭葉系の活

性化が起こる健常個体が大多数を占めることが繰

り返し報告されている9, 19)．このことから，今回

設定した被験者は健常群として妥当な被験者群で

ある考えられる． 

 また，健常者において文章を音読ないし黙読さ

せるタスクを施行した際にNIRSで測定した前頭

葉血流内O2Hb濃度は，上昇ではなくむしろ相対的

低下を認めることが知られている20,21)．今回用い

た，セリフを感情をこめて朗読する役割演技タス

クは，健常被験者において平均的にタスク開始と

共に前頭葉O2Hb濃度を上昇させる結果が得られ

たため，通常の音読とは異なり，情動想起に近い

効果を与える負荷であったと推測される． 

 また，自律神経機能の変化においても，役割演

技タスクの前・中・後の心拍及び交感神経／副交

感神経比の変化の測定においては（Figure3B），情

動想起タスクのそれ（Figure3A）と極めて類似し

た結果が得られており，心拍ではポジティブ・ネ

ガティブとも前後と比較してタスク中に有意に上

昇し，交感神経優位傾向に変化する傾向が観察さ

れた． 

 以上の結果より，役割演技タスクを行った際の

前頭葉及び自律神経機能の変化には情動想起タス

クを行った際のそれに類似する点を多く認め，役

割演技を疑似情動想起刺激の一つとして捉えるこ

とが可能であることが示唆された． 

 健常成人では，情動などのストレス刺激により

前頭葉左側が有意に活性化することが多いことが

知られるが9, 19)，一方で同様の刺激で右側を優位

に活性化する個体も少数存在する．右側優位の活

性化が認められる個体では，自律神経機能の脆弱

性9)やワクチンに対する免疫機能の相対的な低下
10)，さらには皮膚の炎症，湿疹の出現頻度が高い

こと11)などが報告されている．前頭葉から視床下

部及び自律神経中枢への下行性のニューロンの存

在や，情動と前頭葉，そして自律神経系の密接な

関連，そして不安を制御するセロトニン神経系も

良く知られていて11,22,23)，これらセロトニン神経系

や前頭葉機能は9~15歳までに外界からの刺激に

呼応して可塑性を用いたシナプスの統合を行うこ

とで成熟した形態へと発達していくため12-14,)，こ

のような前頭葉レベルでのストレス耐性も，生後

個体の受ける刺激に応じて獲得されるものである

と推察される． 

 従って，学級活動において児童に繰り返す演技

訓練による疑似情動刺激を行い，前頭葉や自律神

経機能を初めとする様々な脳機能を刺激すること

でこれら機能の健常な発達を促すことは，ストレ

ス耐性の獲得という観点で意義があると考えられ

る． 

 今回小学校児童に対し，5回の役割演技実践を行

い測定した不定愁訴質問紙の合計得点とCMASに

よる不安得点において，児童の平均値がいずれも1

回目と比較して5回目に有意に減少する結果が得

られた（Figure 4，5）．約3週間の期間をかけての

実践であり，その間に行われた学級活動・学校行

事等による影響や児童の質問紙に対する馴れの効

果による要因も，もちろん無視はできないであろ

う．しかしながら，実験1で示唆されたように，役

割演技には前頭葉機能と自律神経機能変化を惹起

する機能があることを考慮すれば，5回にわたる脳

機能への繰り返しの刺激が，結果として児童の不

安・不定愁訴を軽減させる，すなわちストレス耐

性を変化させる効果を与える一因となったと考え

ることは妥当であろう． 

 以上より，不安や不定愁訴，そして関連する前

頭葉機能としてのストレス耐性の改善・発達を期

待できる役割演技を学級の活動の一環として取り

入れることは，思春期以降の不定愁訴や不安を原

因とする不登校をはじめとする様々な心身症状の

発現を減少・軽減させる効果が期待できることが

示唆され，非侵襲的な介入の方法として学級内で

役割演技を継続的に行う意義はあると思われた． 

 演劇をすることによる直接的な効果については

これまであまり研究がなされていなかったが，こ

れには演劇というものの総合性，つまり表現・発
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声によるカタルシス，役割演技，セリフなどの暗

記，全身運動，集団活動による協調などといった

様々な要素が盛り込まれているという点が，原因

のひとつとして考えられる．今回使用したNIRSは

脳血流の変動を連続的に観察することが可能であ

り近年医療分野で応用されているが24)，実験時の

可動性に制限があるため座位による声のみの役割

演技実験を一人ずつ行う形になり，また観客のい

ない空間でセリフを見ながら演技を行ったことに

よって，「演劇」の中から暗記や全身運動，集団意

識などの要素を除外し，役割演技時の情動想起・

思考・処理過程に焦点を当てることが可能になり，

他の集団表現活動には見られない役割演技独自の

効果が示唆されたといえる．ただし今回の実験で

は発声の要素が除外されておらず，役割演技の持

つカタルシス効果を除外した実験を行うことがで

きなかったため，今回得られた結果は役割演技中

の想起・思考・処理過程に限定された効果である

と断言することはできない． 

 また，成人において役割演技を繰り返し行った

際の詳しい前頭葉機能，及び自律神経機能の測定

が十分でなかったため，長期継続による脳機能へ

の影響についての証明にまでは至っていない．今

後は今回の研究結果を基盤として，タスク内容や

実験前の統制条件を再度見直し，長期的な効果に

ついてもさらに基礎実験と実践を行うことにより，

学級活動への役割演技の普遍的な応用に向けて検

証を重ねる必要があると考える． 
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昨日から今日のあなた自身について，はい か いいえ に ○をつけましょう． 

 

1. 朝，すっきり起きられた（ はい ・ いいえ ） 

2. 頭がいたくなった，いたい（ はい ・ いいえ ）  

3. おなかがいたくなった，いたい（ はい ・ いいえ ） 

4. 元気だ（ はい ・ いいえ ） 

5. 肩こりがあった，ある（ はい ・ いいえ ） 

6. 食欲がでなかった，ない（ はい ・ いいえ ）  

7. 体がだるくなった，だるい（ はい ・ いいえ ） 

8. 昼間でもねむかった，ねむい（ はい ・ いいえ ） 

9. ご飯がおいしく食べられた（ はい ・ いいえ ） 

10. 夜，なかなかねむれなかった（ はい ・ いいえ ） 

11. 自分は人の役に立っていると思う（ はい ・ いいえ ） 

12. わたしなんかいないほうがよいと思う（ はい ・ いいえ ） 

13. やればできると思う（ はい ・ いいえ ） 

14. イライラする（ はい ・ いいえ ） 

15. やる気がしない（ はい ・ いいえ ） 

16. 学校は楽しいと思う（ はい ・ いいえ ） 

17. 人と話すのはいやだ（ はい ・ いいえ ） 

18. 家は楽しいと思う（ はい ・ いいえ ） 

19. 困ったことや心配なことを話せる人がいる（ はい ・ いいえ ） 

20. 自分のことが好きだ（ はい ・ いいえ ） 

 

 

巻末参考資料 
実験2で用いた不定愁訴に関する質問項目を示す． 

採点は，2,3,5,6,7,8,10,14,15,17については，はいを1点，いいえを0点とし，1,4,9,11,12,13,16,18,19,20については，は

いを0点，いいえを1点として，全問の合計得点を出した． 


